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ヒオサイてコゲンのエン表サイレージ■へ⑦添加釣果につL、こは凛密餌科添   

加以上砂労農か驚勿られた．町ら．龍野和眉→を打科塵のえ房～3〆添加レ   

て鴫便乗螢（醜電・酪吸」に対する軋観り割合がJ、ク1久上にはならないが   

〃∂仝％ぁビオサイウゲンを加える．二とによっこ」㌢／と亀、リ／♂／へ♂ヱ％   

添加では．そ九それjヱ上㌧、J．jタとるってこし、る．   

／タリフ＞ゝ′ラ イブラス巧サイレージに○し、てl壬．＝の殿蚤は東風にたべ   

ろと つくり馬L）殿蟄でぁるが・ヒオサイロナン乞添加コす香ことJ＝よつこ   

より反撃なサイレーご・乏卑ら九ることか羅釣られた．狩ら，今l司は挙党と   

気分・こ待ったこと∵∈〉電って社販（殿添加J℃承象窃よう†二女賀モあったム・   

ヒオサイ ロケンとβ．／（♂∴ユ先月¶え1二とl二よって亀のて桑原なサ1し－   

シ、がぞ専られた巾  

以上◎ニヒは ビオサイロゲンに含去れている乾生勿覿1こよつ⊂脇蔽衰   

ぇク巨虹、抄本象ご栢萄の蟹盈ノ．ヾ有史スられるととも仁，和「生乳醸萄ブドウ墳   

の恭毒口i二慮っこ乳敬敬啓カヾ■管区一二行われたニヒ乏歴威するむのと是えら斉し   

そ＿ 勺二与添加塁L＝つし－てI耳ククj如 こt多少の効果はみられるが・東徐   

に大型サイロハ蕃払む発会に－ま．添加ロスち属人られる巧で∂ノ％雇度が   

演台 ヒ／零わ凧る＿  
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